
 

教育課程の編成方針（カリキュラム・ポリシー） 

 
【博士課程前期】 

大学院スマートソサイエティ実践科学研究院では，ディプロマ・ポリシーに示す目標を学生が

達成できるように，以下の方針で学際性の高い教育課程を編成し，実施する。 
1. Society 5.0関連技術の共通基盤となる「情報科学の基礎知識」と，社会的課題の本質を把握

し，Society 5.0の国際展開につなげる「社会科学的な思考力や分析力」を身に付けるため，

基礎モジュール科目を開設する。 
2. Society 5.0の国際展開に関連する研究領域の専門知識を身に付けるため，専門モジュール科

目を開設する。 
3. Society 5.0の国際展開の実践に必要となる実務体験やフィールドワークを中心に，必要なコ

ミュニケーション力や実行力を身に付けるため，実践モジュール科目を開設する。 
4. 研究領域を融合させた実践科学の分野における研究力を身に付け，専門力を応用して学術論

文を完成させるために必要となる応用的専門知識とスキルを身に付けるため，修士論文モジ

ュール科目を開設する。 
5. 幅広く深い教養と「持続可能な発展を導く科学」の創出への意欲を育成し，研究科や専門領

域を超えた広い視野と社会への関心や問題意識を涵養するため，大学院共通科目を開設する。 
 上記のように編成した教育課程では，講義，演習，実習等の教育内容に応じて，アクティブラ

ーニング，体験型学習，オンライン教育なども活用した教育，学習を実践する。 
 学修成果については，シラバスに成績評価基準を明示した上で厳格な成績評価を行う。また，

学位審査の実施に際しては，本研究院が定める学位授与の判定基準及び学位論文の評価基準によ

り評価する。 
 
【博士課程後期】 
大学院スマートソサイエティ実践科学研究院では，ディプロマ・ポリシーに示す目標を学生が

達成できるように，以下の方針で学際性の高い教育課程を編成し，実施する。 
1. Society 5.0 の国際展開に必要となる社会学的な知識，それを実行するためのコミュニケーシ

ョン力やプレゼンテーションスキルを身に付けるため，実践知の開発モジュール科目を開設

する。 
2. Society 5.0 の国際展開の実践に必要となる実務体験やフィールドワークを中心に，そこから

問題を発見し，多文化共生の社会で応用し，解決に導く技術開発を実施する能力を身に付け

るため，実践知の応用モジュール科目を開設する。 
3. 研究領域を融合させた実践科学の分野における研究力を身に付け，専門力を応用して学術論

文を完成させるために必要となる応用的専門知識と論理的に明確な結論を導くためのスキ

ルを身に付けるため，博士論文モジュール科目を開設する。 
4. 幅広く深い教養と「持続可能な発展を導く科学」の創出への意欲を育成し，研究科や専門領

域を超えた広い視野と社会への関心や問題意識を涵養するため，大学院共通科目を開設する。 
上記のように編成した教育課程では，講義，演習，実習等の教育内容に応じて，アクティブラ

ーニング，体験型学習，オンライン教育なども活用した教育，学習を実践する。 
学修成果については，シラバスに成績評価基準を明示した上で厳格な成績評価を行う。また，

学位審査の実施に際しては，本研究院が定める学位授与の判定基準及び学位論文の評価基準によ

り評価する。 
 


